






















































































































































































































































































是 “卷向山” 这一地名，这个枕词是可以译为 “头枕妹手臂” 的。但是，因后面是
地名，而在汉语中 “枕” 与 “卷” 既不同义又不同音，译出来不但起不到原文中这
一枕词所起到的效果，反而会使读者感到莫名其妙，适得其反。赵乐甡在将这首
和歌翻译成汉语时，对这个枕词做了以下处理：“妹手卷向山，未变；面对亡人，













































枕词	 被枕词	 和歌编号	 关系	 翻译
明
あかぼし
星の 明け 904 2-(2) ×
赤
あか
らひく 日 619 1-(2) 〇
秋
あきくさ
草の 結び 119 1-(1) ×
朝
あさかすみ





の 心乱れ 724 1-(3) 〇
朝
あさきり










原 づばら 333 1-(1) ×
朝
あさつゆ





の 古り 928 1-(3) 〇
 思ひ乱る 1804 1-(3) 〇
葦
あし
の根の ねもころ 1324 3 ×
试论《万叶集》翻译中“枕词”的翻译方法(二)
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の 外 546 1-(3) 〇
 別れ 1804 1-(3) 〇
雨
あまごも
隠る 笠(三笠山） 980 1-(4) ×
海
あ ま
人小船 泊瀬 2347 2-(1) ×
天
あまざか
離る 夷 29 255 2019 1-(3) 〇
天
あめ
なる 日売(日売菅原） 1277 2-(3) ×
天
あ も
降りつく 香具山 199 157 1-(3) 〇




降り 吉志美 385 2-(2) ×
 鹿島 1174 2-(2) ×
 遠江 1293 2-(2) ×
青
あを
みづら 依綱 1287 諸説 ×
石
いそのかみ
上  降る 664 2-(2) ×
いなのめの 明け 2022 不詳 ×
10
いなむしろ 川 1520 不詳 ×
石
いは

















 痛み 1084 1-1 ×
妹が着る 笠（三笠山） 987 2-(3) ×
妹が袖 巻(巻来山） 2187 2-(3) ×
妹
いも
が手を 取（取石の池） 2166 2-(3) ×
妹が紐 結(結八河内） 1115 2-(3) ×
妹が目を はつ(はつみの崎） 1560 2-(3) ×
妹が門 出入(出入の川） 1191 2-(3) ×
妹も我も 清(清の川） 437 2-(3) ×
妹
いも
らがり 今木(の嶺） 1795 1-(1) ×
うかねらふ 跡見(山） 2346 1-(1) ×
うちなびく 春 260 475 948 1422 1-(2) 〇
うちひさす 都 460 1-(3) △
 宮 532 1280 1-(3) △





綿の 隠り 1809 不詳 ×
鶉
うづら















なす 長し 928 1-(2) △
沖
おき
つ藻の 名張 43 511 2-(1) ×
沖
おき
つ鳥 味(味経の原） 928 2-(3) ×









口の 真神(の原） 1636 2-(1) ×
かぎろひの 春 1047 1-(2) 〇
 （心）燃え 1804 1-(3) △
橿
かし





日 1437 1438 1-(2) △
狩
かつひと










の 乱れて 256 697 1-(3) 〇
紅
くれなゐ










の 下延へ 1809 1-(1) ×
児
こ





廻の里） 589 2-(3) ×
さきくさの 常陸 1753 2-(1) ×
指
さしずみの
進乃 栗栖 979 不詳 ×





なす 騒ぐ 478 1-(3) △
さひづらふ 漢女 1273 1-(2) 〇
さ雄鹿の 入(入野） 2277 2-(3) ×
磯
しきしま
島の 大和 1787 1-(4) △





たまき 数にもあらぬ 672 903 1809 1-(3) 〇
しなが鳥 猪名野 1140 不詳 ×
 安房 1738 諸説 ×
しなてる 片足羽川 1742 1-(1) ×
しらかつく 木綿 379 不詳 ×
白
しらくも









鳥の 飛ぶ(飛羽山） 588 2-(3) ×
 鷺(鷺坂山） 1687 2-(3) ×
しらぬひ 筑紫 336 不詳 ×
菅
すが
の根 乱れ 671 1-(3) 〇
 長し 1921 1-(1) ×
高
たかくら
座の 笠(三笠山） 372 373 2-(3) ×
たくづのの 新羅 460 1-(1) ×
栲
た く ひ れ
領巾の かけ 285 1-(1) ×





 玉纏 2245 1-(1) ×
橘
たちばな





の さゐさゐ 503 1-(1) ×
玉
たまくしろ
釧  手 1792 1-(1) ×
玉
たま
の緒の 乱れ 1280 1-(1) ×
 長き 1936 1-(1) ×
たらちしの 母 887 不詳 ×
たらちしや 母 886 不詳 ×
たらちねの 母 443 諸説 ×





の 移ひ 583 1-(3) 〇
つつじ花 にほふ 443 1-(3) 〇
常
つね










の 乱れ 2092 1-(3) △
ところづら 常し 1133 2-(1) ×
遠
とほ
つ人 松(松浦川） 857 871 2-(3) ×
灯
ともしび
火の 明(明石） 254 2-(3) ×
鳥
とり















引く 海上潟 1176 2-(2) ×
なまよみの 甲斐(の国） 319 不詳 ×
なゆ竹の とをよる 217 420 1-(2) 〇
鳴
な





山 のち 739 ＊ ×
庭
には
つ鳥 鶏 1413 1(2) 〇





の 倉(倉橋山　倉橋川） 1282 1283 1284 2-(3) ×
箸
はし
向かふ 弟 1804 1-(2) 〇
はだすすき 久米 307 不詳 ×
 尾花 1637 1-(2) △
 穂には咲き出ぬ 2311 1-(3) 〇
はねず色の 移ろふ 657 1-(3) 〇
延
は
ふつたの 別れ 135 1-(3) 〇







日 407 2-(1) ×
 井 1256 2-(2) ×
春
はるかぜ










の 移ろひ 1047 1-(3) 〇
春
は る ひ





 縵 840 1-(2) 〇
日の本の 大和 319 1-(1) 〇
ふさ手折り 多武(の山） 1704 2-(1) ×
伏
ふ









衣  つち(真土山） 1046 2-(3) ×
ま鉋
かな
持ち 弓削 1385 1-(1) ×
真
ま た ま





ふ） 春日(の山） 948 1-(2) 〇
ますらを 手結(手結が浦） 366 2-(3) 〇
まつがへり しひ 1783 不詳 ×
まそ鏡 見 239 1792 1-(1) ×





の浦） 1066 2-(3) ×
 照る 1079 1-(3) △
みつみつし 久米 435 1-(2) △
水
みづくき
茎の 水城 968 2-(1) ×
 岡 1231 2193 2208 1-(2) △
水
みづとり
鳥の 浮き 1235 1-(3) 〇
 青葉 1543 1-(3) 〇










つく 鹿背山　三輪山 1059 1095 1-(1) ×
紫
むらさき





の 朝立ち 1047 1-(3) 〇
 群立ち 1785 1-(3) 〇
百足らず 八十 427 1-(1) ×
ももづたふ い(磐
い は れ
余） 416 2-(3) ×





刀の へつかふ 641 1-(1) ×
八
や く も















夜なす 迷はひ 1804 1-(3) 〇
行
ゆ
く水の 過ぎ 1797 1-(3) 〇
行
ゆ





の 夕 904 1-(1) △
木
ゆ ふ た
綿畳 手(手向山） 1017 2-(3) ×
若
わかごも







越し(の山） 1822 1-(2) ×
我
わ





子に 楝(の花） 1973 2-(1) ×
 あふ(相坂山） 2283 2-(3) ×
娘
を と め
子らに 行きあひ 2117 2-(2) △
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Manyoshu traslation Makurakotoba Method
